[bookmark: _gmfd6dc2phoz]調査結果の第三者提供に関する合意書
（探偵）

調査依頼者　　　　　　　　　　　　　　　（以下「甲」という。）と、探偵業者　　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が乙に依頼した調査業務により取得された調査結果、調査報告書、写真、映像、音声その他の関連情報を第三者に提供する場合の条件及び取扱いについて、次のとおり合意する。

[bookmark: _lr34tiye7eki]第1条（目的）
本合意書は、乙が甲の依頼に基づき実施した調査に関する情報を第三者に提供する際の提供目的、提供先、提供範囲、利用方法、秘密保持義務及び責任の所在を明確にし、調査対象者その他の関係者の権利利益を保護するとともに、調査結果の不適切な利用及び情報漏えいを防止することを目的とする。

[bookmark: _j7daqj2um4kz]第2条（定義）
本合意書において使用する用語の定義は、次のとおりとする。
1. 「本調査」とは、甲乙間で締結された調査委託契約に基づき、乙が実施した調査業務をいう。
2. 「調査結果」とは、本調査によって取得又は作成された調査報告書、写真、映像、録音データ、行動記録、所在情報、関係者情報その他一切の調査関連資料をいう。
3. 「第三者」とは、甲及び乙以外の個人、法人、団体その他の組織をいう。
4. 「第三者提供」とは、調査結果の全部又は一部を第三者に閲覧、交付、送信、共有、開示その他の方法により利用可能な状態にすることをいう。
5. 「個人情報」とは、個人情報の保護に関する法律に定める個人情報をいう。
6. 「提供先」とは、本合意書に基づき調査結果の提供を受ける第三者をいう。

[bookmark: _1i0qxp16xhqd]第3条（対象となる調査）
本合意書の対象となる調査は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	調査契約番号
	

	調査依頼日
	年　　　月　　　日

	調査実施期間
	年　　　月　　　日 ～ 　　　　年　　　月　　　日

	調査の種類
	□ 素行調査　□ 浮気・不貞調査　□ 所在調査　□ 身辺調査　□ 企業調査　□ その他（　　　　　　）

	調査対象者
	

	調査報告書番号
	

	調査結果の交付日
	年　　　月　　　日


[bookmark: _j3vandiizhxh]第4条（第三者提供の目的）
1. 甲及び乙は、調査結果の第三者提供について、正当かつ適法な目的の範囲内で行うことを確認する。
2. 第三者提供の目的は、次の各号のうち、甲乙が合意したものとする。
· ① 弁護士その他の専門家への法律相談又は紛争解決のための資料提供
· ② 裁判、調停、審判その他の法的手続における証拠資料としての提出
· ③ 警察その他の公的機関への適法な相談、届出又は申告
· ④ 企業その他の組織における適法な内部調査又は事実確認
· ⑤ その他甲乙が書面又は電磁的方法により合意した目的
3. 甲及び乙は、調査結果を脅迫、恐喝、差別、不当な監視、つきまとい、嫌がらせ、名誉毀損その他違法又は不当な行為に利用してはならない。
4. 第三者提供の目的を変更する場合は、事前に甲乙間で協議し、変更後の目的及び提供範囲を明確にするものとする。

[bookmark: _9pak93bczcvd]第5条（第三者提供の対象者）
1. 調査結果の提供先は、次のとおりとする。
	項目
	内容

	提供先の氏名・名称
	

	所在地・住所
	

	担当者名
	

	甲との関係
	

	提供目的
	

	提供予定日
	年　　　月　　　日

	提供方法
	□ 書面交付　□ 電子メール　□ 電子データ共有　□ その他（　　　　　　）


2. 甲及び乙は、提供先の本人確認、所属及び提供目的について、必要かつ合理的な範囲で確認するものとする。
3. 提供先を追加又は変更する場合、甲乙は事前にその必要性及び適法性を確認する。
4. 提供先が調査結果を不適切に利用するおそれがあると合理的に認められる場合、乙は提供を拒否し、又は一時停止することができる。

[bookmark: _3q2vvu54qv5f]第6条（提供する調査結果の範囲）
1. 第三者に提供する調査結果は、提供目的を達成するために必要な範囲に限定するものとする。
2. 提供対象となる資料は、次のとおりとする。
	資料の種類
	提供の有無・内容

	調査報告書
	□ 全部　□ 一部　□ 提供しない

	写真データ
	□ 全部　□ 一部　□ 提供しない

	映像データ
	□ 全部　□ 一部　□ 提供しない

	録音データ
	□ 全部　□ 一部　□ 提供しない

	行動記録
	□ 全部　□ 一部　□ 提供しない

	所在・連絡先情報
	□ 全部　□ 一部　□ 提供しない

	その他資料
	

	提供対象の詳細
	


3. 甲及び乙は、提供目的と直接関係しない個人情報、第三者の私生活に関する情報その他不要な情報について、必要に応じて削除、匿名化、マスキングその他の措置を講じるものとする。
4. 調査結果の一部を抜粋又は編集する場合は、調査結果の趣旨を不当に変更し、又は事実について誤解を生じさせる加工を行ってはならない。

[bookmark: _k6goi4meia2j]第7条（第三者提供の適法性）
1. 甲及び乙は、調査結果の第三者提供にあたり、探偵業の業務の適正化に関する法律、個人情報の保護に関する法律その他関係法令を遵守するものとする。
2. 調査結果に個人データが含まれる場合、甲及び乙は、それぞれ自己に適用される法令に従い、本人同意の取得その他第三者提供を適法に行うために必要な措置を講じるものとする。
3. 本合意書は、調査対象者その他の本人による同意又は法令上必要な手続に代わるものではない。
4. 甲が調査結果の提供を希望した場合であっても、乙は、法令違反又は第三者の権利利益を不当に侵害するおそれがあると判断したときは、提供を拒否することができる。
5. 甲及び乙は、調査結果の提供について、正当な理由なく調査対象者その他の関係者のプライバシー、名誉、信用その他の権利利益を侵害してはならない。

[bookmark: _5yq3uzdkj860]第8条（提供方法及び安全管理措置）
1. 乙が調査結果を第三者に提供する場合、甲乙間で合意した方法に従い、安全性に配慮した手段を用いるものとする。
2. 電子データを提供する場合、乙は、必要に応じてパスワード設定、アクセス権限の制限、暗号化その他合理的な情報セキュリティ対策を講じるものとする。
3. 書面又は記録媒体を交付する場合、乙は、誤送付、紛失、盗難及び第三者による不正閲覧を防止するための合理的な措置を講じるものとする。
4. 調査結果の送信先、交付先及び提供日時について、乙は必要な範囲で記録を作成し、適切に管理するものとする。
5. 甲は、自己が受領した調査結果を第三者に提供する場合、提供先及び提供方法を慎重に確認し、情報漏えいの防止に努めるものとする。

[bookmark: _smg0u61gtaud]第9条（提供先に対する利用制限）
1. 甲及び乙は、調査結果の提供に際し、提供先に対して、提供目的以外の利用を行わないよう必要な説明又は条件の提示を行うものとする。
2. 甲及び乙は、必要に応じて、提供先に対し、秘密保持、目的外利用の禁止、再提供の制限及び適切な保管について書面による誓約を求めるものとする。
3. 提供先による調査結果の複製、転載、公開又は再提供については、法令に基づく場合その他正当な理由がある場合を除き、事前に甲乙間で合意した条件に従うものとする。
4. 本条の規定は、法令に基づく証拠提出、弁護士による適法な職務遂行その他正当な利用を不当に制限するものではない。
5. 提供先に対する利用制限は、当該提供先がこれを承諾し、又は別途契約上の義務を負う場合を除き、本合意書のみをもって直接の契約上の義務を生じさせるものではない。

[bookmark: _1rpqit3ngra8]第10条（秘密保持義務）
1. 甲及び乙は、本調査に関して知り得た調査対象者、関係者、提供先その他の秘密情報を適切に管理し、正当な理由なく第三者に開示又は漏えいしてはならない。
2. 前項の秘密保持義務は、本合意書に基づき認められた第三者提供及び法令上認められる開示を妨げるものではない。
3. 甲及び乙は、調査結果を取り扱う役員、従業員、委託先その他の関係者に対し、必要な秘密保持及び情報管理を徹底させるものとする。
4. 甲及び乙は、調査結果の漏えい又は不正利用が判明した場合、速やかに相手方に通知し、被害の拡大防止及び必要な対応について協議するものとする。
5. 本条の秘密保持義務は、本合意書終了後も存続するものとする。

[bookmark: _5l1gmt76bn8o]第11条（調査結果の正確性及び利用上の注意）
1. 甲は、調査結果が調査実施時点において乙が適法に収集又は確認した情報に基づくものであり、その後の事情の変化によって内容が現状と一致しなくなる場合があることを確認する。
2. 調査結果には、観察事実、関係者からの聴取内容、資料に基づく情報及び合理的な推測が含まれる場合があり、甲は、それぞれの性質を区別して利用するものとする。
3. 乙は、調査結果について、調査委託契約に定める義務を履行するものとするが、裁判その他の法的手続において特定の判断又は結果が得られることを保証するものではない。
4. 甲は、調査結果を第三者に提供する際、資料の一部のみを提示することにより、事実関係について不当な誤解を生じさせないよう配慮するものとする。

[bookmark: _mgwj82clbflc]第12条（著作権及び資料の利用権限）
1. 調査報告書、写真、映像その他の成果物に関する著作権及び利用権限は、甲乙間の調査委託契約その他の合意に従うものとする。
2. 本合意書に基づく第三者提供は、別段の明示的な合意がない限り、成果物に関する著作権その他の知的財産権を第三者に譲渡するものではない。
3. 甲及び乙は、第三者提供に際し、第三者が有する著作権、肖像権、プライバシーその他の権利を侵害しないよう配慮するものとする。
4. 提供先による調査結果の複製、編集、転載その他の利用については、必要な権限及び許諾の有無を確認するものとする。

[bookmark: _o69y00h8rxec]第13条（提供費用及び負担）
1. 調査結果の第三者提供に伴い、資料の複製、編集、匿名化、記録媒体の作成、郵送その他の費用が発生する場合、その負担について甲乙間で事前に合意するものとする。
2. 提供に要する費用は、次のとおりとする。
	項目
	金額・条件

	資料作成費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	データ編集費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	記録媒体費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	郵送・配送費
	金　　　　　　　　　円（税込）

	その他費用
	金　　　　　　　　　円（税込）

	合計金額
	金　　　　　　　　　円（税込）

	支払方法
	□ 銀行振込　□ 現金　□ その他（　　　　　　）

	支払期限
	年　　　月　　　日


3. 追加費用が発生する場合、乙は事前に甲へその内容及び金額を説明し、甲の承諾を得るものとする。
4. 振込手数料その他の支払に伴う費用は、甲乙が別途合意した場合を除き、甲の負担とする。

[bookmark: _8rah1hya481e]第14条（第三者提供の記録）
1. 乙は、法令上必要な場合その他適切な業務管理のために必要な場合、調査結果の提供日時、提供先、提供資料、提供方法及び提供目的等を記録するものとする。
2. 前項の記録は、法令に定める保存期間及び乙の適法な情報管理規程に従って保存するものとする。
3. 甲は、合理的な理由がある場合、法令及び第三者の権利利益に反しない範囲で、乙に対し提供履歴の確認を求めることができる。
4. 乙は、提供履歴に個人情報その他の保護すべき情報が含まれる場合、必要な部分を非開示又はマスキングすることができる。

[bookmark: _u14f5eqg502w]第15条（提供の中止及び撤回）
1. 甲は、調査結果の第三者提供が実施される前であれば、乙に対し提供の中止を申し出ることができる。
2. 乙は、前項の申出を受けた場合、法令上の義務その他正当な理由がある場合を除き、提供を中止するものとする。
3. 既に第三者提供が完了している場合、甲乙は、当該提供の事実を遡って取り消すことができないことを確認する。
4. 提供済みの調査結果について、削除、返還又は利用停止を求める必要が生じた場合、甲乙は、法令及び提供先との合意に従い、合理的な範囲で必要な対応を行うものとする。
5. 第三者提供の中止又は変更により追加費用が発生した場合、その負担について甲乙協議のうえ決定するものとする。

[bookmark: _1ezxdo1fdsno]第16条（情報漏えい及び事故発生時の対応）
1. 甲又は乙は、調査結果の紛失、漏えい、誤送信、不正アクセスその他の情報管理上の事故を認識した場合、速やかに相手方へ通知するものとする。
2. 甲及び乙は、事故の原因調査、被害拡大防止、情報の回収その他必要な対応について、相互に協力するものとする。
3. 個人情報保護委員会への報告又は本人への通知が法令上必要となる場合、当該義務を負う当事者は、所定の手続を適切に実施するものとする。
4. 事故により第三者の権利利益が侵害された場合、甲乙は、それぞれの責任及び法令上の義務に応じて必要な対応を行うものとする。

[bookmark: _3qx82e68y2gh]第17条（責任の所在）
1. 甲及び乙は、それぞれ自己が行う調査結果の第三者提供及び利用について、関係法令並びに本合意書に従う責任を負うものとする。
2. 甲が乙の関与なく調査結果を第三者に提供した場合、当該提供に関する甲の責任は、甲が負うものとする。ただし、乙の行為又は不作為に起因する責任を免除するものではない。
3. 乙が甲の承諾なく、又は法令上の正当な根拠なく調査結果を第三者に提供した場合、乙は自己の責めに帰すべき範囲で責任を負うものとする。
4. 提供先による不正利用又は情報漏えいが生じた場合、甲乙は、提供に至る経緯、提供先の選定及び管理状況その他の事情を踏まえ、それぞれの法的責任を判断するものとする。
5. 本条の規定は、法令上認められる第三者からの損害賠償請求その他の権利行使を制限するものではない。

[bookmark: _bwz4gzn8gx]第18条（損害賠償）
1. 甲又は乙が、本合意書に違反し、相手方に損害を与えた場合、当該違反について責任を負う当事者は、法令に従い、その損害を賠償するものとする。
2. 損害賠償の範囲及び金額については、違反行為の内容、損害発生との因果関係、当事者の帰責性その他の事情を考慮し、関係法令に従って判断するものとする。
3. 第三者から権利侵害その他を理由とする請求を受けた場合、甲乙は速やかに相手方に通知し、必要な範囲で協力するものとする。
4. 本条は、甲又は乙の故意又は過失に基づく法令上の責任を不当に免除するものではない。

[bookmark: _n9ncnoiqhfxy]第19条（反社会的勢力の排除）
1. 甲及び乙は、自らが暴力団、暴力団員、暴力団関係企業その他の反社会的勢力に該当せず、また、これらと社会的に非難されるべき関係を有しないことを表明し、保証する。
2. 甲及び乙は、調査結果を反社会的勢力に提供し、又はその活動を助長する目的で利用してはならない。
3. 相手方が本条に違反した場合、甲又は乙は、催告を要することなく本合意書を解除することができる。
4. 前項の解除は、解除した当事者による損害賠償請求を妨げない。

[bookmark: _gf45y8n8ove4]第20条（有効期間）
1. 本合意書は、甲乙双方が合意した日から効力を生じ、対象となる第三者提供が完了する日又は甲乙が別途合意した日まで有効とする。
2. 本合意書の終了後も、第7条、第9条から第12条まで、第14条、第16条から第18条まで及び本条その他性質上存続すべき規定は、必要な範囲で引き続き効力を有するものとする。
3. 本合意書の終了は、終了前に発生した権利義務及び法令上の責任に影響を及ぼさない。

[bookmark: _krhkm6vyrz3q]第21条（原契約との関係）
1. 本合意書は、甲乙間で締結された調査委託契約に付随する合意として位置付けるものとする。
2. 本合意書と調査委託契約の内容が抵触する場合、第三者提供に関する事項については、法令に反しない範囲で本合意書を優先して適用するものとする。
3. 本合意書に定めのない調査業務の内容、報酬、成果物の権利帰属その他の事項については、調査委託契約の定めに従うものとする。
4. 本合意書は、甲乙間の合意によって、調査対象者その他の第三者が有する権利を制限するものではない。

[bookmark: _ur6zcuhljh5x]第22条（協議事項）
本合意書に定めのない事項又は本合意書の解釈及び履行について疑義が生じた場合、甲乙は、関係法令及び信義誠実の原則に従い、誠意をもって協議し、円満な解決を図るものとする。

[bookmark: _4cvu193ph5wd]第23条（準拠法及び合意管轄）
1. 本合意書の成立、効力、履行及び解釈については、日本法を準拠法とする。
2. 本合意書に関して甲乙間に訴訟の必要が生じた場合、法令により専属管轄が定められる場合を除き、　　　　　　　　　地方裁判所又は　　　　　　　　　簡易裁判所を、訴額に応じた第一審の専属的合意管轄裁判所とする。

[bookmark: _kejzz347tmoj]第24条（最終確認事項）
甲及び乙は、本合意書の締結にあたり、次の事項を確認する。
□ 調査結果の第三者提供の目的が明確になっていること
□ 提供先の氏名、名称及び利用目的を確認していること
□ 提供する資料の種類及び範囲が特定されていること
□ 個人情報保護法その他関係法令への適合性を確認していること
□ 調査対象者その他の関係者の権利利益に配慮していること
□ 提供先における目的外利用及び再提供のリスクを確認していること
□ 調査結果の提供方法及び安全管理措置を確認していること
□ 情報漏えい等が発生した場合の対応方法を確認していること
□ 第三者提供に伴う費用及び責任の所在を確認していること
□ 本合意書が第三者本人の同意に代わるものではないことを理解していること
以上、本合意の成立を証するため、本書2通を作成し、甲乙記名押印又は署名のうえ、各自1通を保有する。

なお、甲乙が合意した場合には、本書を電磁的記録により作成し、電子署名その他当事者の合意を確認できる方法によって締結することができる。




















合意締結日
　　　　年　　　月　　　日
[bookmark: _j9am1fgem8k1]
[bookmark: _69iwebpl6wef]甲（調査依頼者）
住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名・名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名（法人の場合）：　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[bookmark: _4d99mph29elk]
[bookmark: _kks0qdj1xi1r]乙（探偵業者）
所在地：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

商号・名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

探偵業届出証明書等に記載された届出番号：　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

署名又は押印：

